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第第
五五
十十
八八
回回
日日
本本
身身
体体
障障
害害
者者
福福
祉祉
大大
会会

北北
海海
道道
・・
札札
幌幌
大大
会会
のの
開開
催催

「
北
海
道
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
創
立
六
十
周
年
記
念
全
道
福
祉
大
会
」

【
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
】

障
害
者
権
利
条
約
批
准
に
向
け
た

実
効
性
の
あ
る
法
整
備
を

大
規
模
災
害
時
に
お
け
る
障
害
者

へ
の
支
援
体
制
の
確
立
を

平
成
二
十
五
年
五
月
二
十
七
日

（
月
）・
二
十
八
日（
火
）の
二
日
間

で
日
本
身
体
身
体
障
害
者
団
体
連

合
会
・
北
海
道
身
体
障
害
者
福
祉

協
会
・
札
幌
市
身
体
障
害
者
福
祉

協
会
の
主
催
で
「
北
の
大
地
か
ら

絆
で
つ
な
ぐ
被
災
地
復
興
の
加
速

と
支
援
体
制
の
充
実
を
全
国
の
仲

間
と
共
生
社
会
に
発
信
」
を
テ
ー

マ
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
日
程
と
概
略
は
次
の
通
り

※
一
日
目
、
日
身
連
評
議
員
会
・
政

策
協
議

五
月
二
十
七
日
は
大
会
を
祝
う
様

な
好
天
恵
ま
れ
、
札
幌
エ
ル
プ
ラ
ザ

に
於
い
て
、
十
時
か
ら
日
本
身
体
障

害
者
団
体
連
合
会
の
評
議
員
会
を
開

催
。
開
会
挨
拶
の
後
、
北
海
道
保
健

福
祉
部
福
祉
局
障
が
い
者
保
健
福
祉

う
え

だ

な
お

ひ
ろ

課
課
長
上
田

尚
弘
様
の
来
賓
挨
拶

が
あ
り
、
来
賓
紹
介
で
は
北
海
道
保

健
福
祉
部
福
祉
局
障
が
い
者
保
健
福

は
な

お
か

ゆ
う

じ

祉
課
主
幹
花
岡

祐
志
様
の
紹
介
の

後
、
議
長
選
任
が
あ
り
続
い
て
議
事

進
行
、
質
疑
応
答
が
あ
り
、
十
二
時

無
事
終
了
し
ま
し
た
。
午
後
か
ら
の

政
策
協
議
で
は
会
場
は
満
席
と
な

り
、
北
海
道
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

赤
坂

勝
会
長
の
開
会
挨
拶
の
後
、

基
調
講
演
は
「
こ
こ
数
年
の
障
害
者

施
策
と
こ
れ
か
ら
の
展
望
」
を
テ
ー

え

と
う

せ
い

い
ち

マ
に
衛
藤

晟
一
参
議
院
議
員
の
講

演
に
続
い
て
「
障
害
者
差
別
解
消
法

案
の
成
立
に
向
け
て
」
を
テ
ー
マ
に

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
十
六
時
三

十
分
予
定
通
り
無
事
終
了
致
し
ま
し

た
。

「
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
」

札
幌
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
に
於
い
て
開
催

札
幌
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

あ
さ

か

ひ
ろ

ふ
み

浅
香

博
文
会
長
、
日
本
身
体
障
害

者
団
体
連
合
会

嵐
谷

安
雄
副
会

長
の
歓
迎
挨
拶
の
後
、
来
賓
挨
拶
が

あ
り
、
そ
の
後
北
海
道
独
自
企
画
と

ゆ

の

か

だ
い

こ

し
て
登
別
、
湯
之
華
太
鼓
の
紹
介
が

あ
り
、
登
別
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

副
会
長
で
、

湯
之
華
太
鼓
こ
ん

代
表

今

じ
ゅ
ん

こ

順
子
さ
ん

の
自
己
紹
介

も
あ
り
勇
壮

で
力
強
い
太

鼓
の
響
き
に

万
雷
の
拍
手

で
し
た
。

以
上
一
日

目
を
無
事
終

了
し
ま
し

た
。

※
二
日
目
、
全
国
大
会

前
日
同
様
の
真
夏
を
思
わ
せ
る
好

天
気
に
恵
ま
れ
、
午
前
八
時
三
十
分

か
ら
の
受
付
前
に
全
国
各
地
か
ら
団

体
バ
ス
が
続
々
到
着
し
ま
し
た
が
名

鉄
観
光
さ
ん
の
見
事
に
連
携
し
た
誘

導
で
ス
ム
ー
ズ
に
会
場
に
入
り
、
瞬

く
間
に
一
杯
と
な
り
約
二
〇
〇
〇
余

名
の
参
加
者
で
北
海
き
た
え
ー
る
の

メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
会
場
は
熱
気
に
包

ま
れ
ま
し
た
。
式
典
前
の
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
は
、千
歳
市
立
富
丘
中
学
校
、

吹
奏
楽
部

に
よ
る
手

話
を
交
え

た
演
奏
に

会
場
は
一

気
に
高
揚

し
感
激
の

拍
手
が
鳴

り
止
み
ま

せ
ん
で
し

た
。

「
式
典
及
び
議
事
」

午
前
十
時
か
ら
第
一
部
式
典
が
開

催
。実

行
委
員
長
挨
拶
（
北
海
道
身

あ
か

さ
か

ま
さ
る

体
障
害
者
福
祉
協
会
）
赤
坂

勝

会
長
等
々
に
続
き
、
北
海
道
知
事

た
か

は
し

う
え

だ

高
橋

は
る
み
様
、札
幌
市
長

上
田

ふ
み

お

文
雄
様
か
ら
祝
辞
・
歓
迎
の
こ
と
ば

が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
日
身
連
会
長
表
彰
で
は

受
賞
者
五
十
名
を
代
表
し
て
北
海
道

し
の

や
ま

じ
ゅ
ん

こ

の
篠
山

准
子
さ
ん
（
宗
谷
地
区

身
体
障
害
者
福
祉
協
会
会
長
）、
が

謝
辞
を
述
べ
、
続
い
て
北
海
道
善
行

賞
を
十
一
名
が
受
賞
し
、
北
身
協
会

長
表
彰
を
四
十
九
名
が
受
賞
。
表
彰

状
と
記
念
品
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
来
賓
挨
拶
、
来
賓
紹
介
、

祝
電
披
露
が
あ
り
ま
し
た
。

「
第
二
部
式
典
」

議
長
挨
拶
の
後
、
平
成
二
十
四
年

度
事
業
報
告
、
平
成
二
十
五
年
度
事

業
計
画
、
政
策
協
議
、
夫
々
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

次
に
大
会
宣
言
・
大
会
決
議
が
採

択
さ
れ
、
次
期
大
会
開
催
地
の
島
根

県
身
体
障
害
者
団
体
連
合
会
会
長
挨

拶
の
後
、
が
ん
ば
ろ
う
三
唱
し
閉
会

と
な
り
ま
し
た
。
閉
会
後
は
サ
ブ
ア

リ
ー
ナ
で
昼
食
を
と
り
、
北
海
道
・

札
幌
物
産
展
コ
ー
ナ
ー
で
お
土
産
の

買
い
物
で
大
変
賑
っ
て
お
り
ま
し

た
。出

席
者
の
皆
様
は
、
笑
顔
で
地
下

鉄
や
バ
ス
に
分
乗
し
て
帰
路
に
つ
き

ま
し
た
。
今
回
の
大
会
に
ご
協
力
頂

き
ま
し
た
、
共
同
開
催
の
札
幌
市
身

体
障
害
者
福
祉
協
会
、
関
係
省
庁
、

関
係
団
体
、
関
係
企
業
、
名
鉄
観
光
、

加
盟
団
体
、町
村
協
会
、ボ
ラ
ン
テ
イ

ア
の
皆
様
、
お
蔭
様
で
好
天
に
も
恵

ま
れ
、
事
故
も
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
無

事
終
了
致

し
ま
し
た

こ
と
に
紙

面
を
借
り

て
御
礼
申

し
上
げ
ま

す
。皆

様
の

今
後
の
生

成
発
展
、

ご
活
躍
、
ご
健
勝
を
祈
念
し
て
終
わ

り
ま
す
。
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

最
後
に
北
海
道
新
聞
朝
刊
六
月
七

日
号
の「
読
者
の
声
」に
投
稿
が
あ
り

ま
し
た
の
で
全
文
紹
介
い
た
し
ま
す
。

さ
と
し

広
島
市

内

悧

様

【
身
障
者
札
幌
大
会
、

手
際
良
さ
に
感
謝
】

「
第
五
十
八
回
日
本
身
体
障
害
者

北
海
道
・
札
幌
大
会
が
五
月
二
十

七
、
二
十
八
の
両
日
、
札
幌
で
開
か

れ
ま
し
た
。
私
は
重
度
難
聴
者
で
、

広
島
市
の
身
障
者
団
体
の
一
員
と
し

て
、
二
十
八
日
に
出
席
し
ま
し
た
。

正
直
言
っ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
が
十
分
に
成
さ
れ
ず
、
よ
く
理

解
で
き
な
い
ま
ま
に
終
わ
る
の
で
は

と
心
配
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
無
用

で
し
た
。

レ
ベ
ル
の
高
い
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
の

方
々
の
協
力
で
、
手
話
通
訳
は
滑
ら

か
で
し
た
し
、
要
約
筆
記
は
パ
ソ
コ

ン
に
よ
っ
て
、
い
さ
さ
か
の
誤
字
も

な
く
瞬
時
に
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
だ

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

私
は
し
ば
し
、
耳
が
聞
こ
え
な
い

こ
と
す
ら
忘
れ
た
ほ
ど
で
す
。
手
話

通
訳
、
要
約
筆
記
の
方
々
に
「
あ
り

が
と
う
」
と
言
い
た
い
思
い
で
す
。

大
会
に
は
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
二

千
人
も
の
障
害
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
心

を
通
わ
せ
、自
分
た
ち
の
地
位
向
上
、

さ
ら
な
る
福
祉
の
充
実
の
実
現
を
固

く
誓
い
合
い
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
障
害
者
関
連
の
大
会
に

何
度
も
参
加
し
ま
し
た
が
、
札
幌
で

の
今
回
の
大
会
は
と
り
わ
け
素
晴
ら

し
く
、
心
に
残
る
も
の
で
し
た
。
北

海
道
の
障
害
者
福
祉
の
質
が
格
段
に

高
く
、
地
域
の
人
々
の
理
解
が
深

か
っ
た
か
ら
こ
そ
、
大
会
も
成
功
し

た
の
だ
と
思
い
、
深
い
感
謝
の
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。」

内
様

心
温
ま
る
お
言
葉
有
難
う

ご
ざ
い
ま
す
。
大
会
関
係
者
一
同
大

変
感
激
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
共
、
ご
健
勝
に
お
過
ご
し
く

だ
さ
い
。

お
詫
び

六
月
号
は
、
文
芸
欄
を
紙
面
の
都

合
で
休
ま
せ
頂
き
ま
す
。

発行人
一般社団法人
北海道身体障害者福祉協会

会長 赤 坂 勝
札幌市中央区北２条西７丁目（かでる２・７）
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「
ご
協
力
を
！
」
町
内
会
の
回
覧
協
力
に
よ
る
日
身
連
収
益
事
業
は
、
あ
な
た
の
協
会
に
還
付
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

社 団 法 人 日 本 義 肢 協 会 会 員
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篠山准子宗谷地区
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北
身
協
、平
成
二
十
五
年
度

第
一
回
理
事
会
の
開
催

〜
平
成
二
十
五
年
六
月
十
二
日
、
札

幌
市
の
道
民
活
動
セ
ン
タ
ー
ビ
ル

に
於
い
て
北
身
協
第
一
回
理
事
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
概
要
は
次

の
通
り
〜

当
日
は
、
赤
坂
会
長
他
合
計
十
一

名
の
理
事
・
監
事
が
出
席
致
し
ま
し

た
。過

半
数
の
理
事
の
出
席
に
よ
り
定

款
規
則
に
よ
り
有
効
と
な
り
赤
坂
会

長
の
挨
拶
の
後
赤
坂
会
長
が
議
長
と

な
り
議
案
審
議
と
な
り
ま
し
た
。

審
議
内
容

◆
一
号
議
案
・
二
号
議
案
（
平
成
二

十
四
年
度
事
業
・
決
算
報
告
）
は
報

告
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
監
査
報
告
で
、
適
正
な
処

理
が
な
さ
れ
て
い
る
と
工
藤
監
事
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

◆
三
号
議
案
・
四
号
議
案
（
平
成
二

十
五
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算
）

は
報
告
原
案
通
り
再
確
認
さ
れ
、
総

会
出
席
者
予
定
人
数
の
発
表
が
あ
り

ま
し
た
。
総
会
議
事
録
署
名
は
議
長

及
び
出
席
理
事
の
記
名
・
押
印
の
確

認
が
さ
れ
ま
し
た
。

◆
五
号
議
案
（
日
身
連
収
益
事
業
）

平
成
二
十
五
年
度
に
つ
い
て
は
、
従

来
の
還
付
金
を
還
元
予
定
と
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
収
益
事
業
開
始
に
向
け

て
環
境
整
備
を
準
備
し
て
い
く
と
の

報
告
が
あ
り
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

◆
そ
の
他

平
成
二
十
五
年
の
第
五
十
八
回
全

国
大
会
（
北
海
道
・
札
幌
大
会
）
札

幌
市
と
の
共
催
に
つ
い
て
は
赤
坂
会

長
よ
り
成
功
裡
に
終
わ
り
特
段
の
協

力
と
配
慮
に
御
礼
の
挨
拶
が
あ
り
、

第
六
十
三
回
全
道
福
祉
大
会
は
、
平

成
二
十
六
年
七
月
二
十
日
、
函
館
開

催
の
確
認
が
さ
れ
ま
し
た
。

役
員
改
選
に
つ
い
て
、
明
日
の
総

会
に
て
、
選
考
委
員
に
よ
る
新
役
員

の
候
補
者
を
提
案
す
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。

以
上
理
事
会
の
審
議
に
つ
い
て
出

席
理
事
全
員
一
致
の
意
思
統
一
に
よ

り
、
総
会
に
提
出
す
る
事
を
確
認
し

て
閉
会
致
し
ま
し
た
。

一
般
社
団
法
人

北
海
道
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

平
成
二
十
五
年
度

定
時
総
会
の
開
催

〜
平
成
二
十
五
年
六
月
十
三
日
、
十

時
三
十
分
か
ら
札
幌
の
道
民
活
動

セ
ン
タ
ー
ビ
ル
に
お
い
て
平
成
二

十
五
年
度
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
概
要
は
次
の
通
り
〜

概

要
当
日
は
出
席
者

三
十
九
名
、
書

面
表
決
十
一
名
と
な
り
、
開
会
宣
言

の
後
、
物
故
者
へ
黙
祷
を
奉
げ
、
一

般
社
団
法
人
北
海
道
身
体
障
害
福
祉

協
会
赤
坂

勝
会
長
の
会
長
挨
拶
が

う
え

だ

な
お
ひ
ろ

あ
り
、
続
い
て
、
来
賓
の
上
田

尚
弘

様
（
北
海
道
保
健
福
祉
部
福
祉
局
障
は
な

お
か

が
い
者
保
健
福
祉
課
長
）
及
び
花
岡

ゆ
う

じ

祐
志
様
（
北
海
道
保
健
福
祉
部
福
祉

局
障
が
い
者
保
健
福
祉
課
主
幹
）
か

ら
祝
辞
を
頂
き
、
そ
の
後
議
長
選
出

で
は
（
函
館
市
身
体
障
害
者
福
祉
団

体
連
合
会
）
佐
藤

秀
臣
会
長
が
、

選
出
さ
れ
資
格
審
査
報
告
、
議
事
録

署
名
人
の
指
名
に
続
い
て
、
予
定
の

議
案
と
報
告
事
項
の
審
議
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

審
議
結
果

◆
一
号
議
案
・
二
号
議
案
（
平
成
二

十
四
年
度
事
業
・
決
算
報
告
）
は
報

告
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◆
監
査
報
告
、
監
査
役
よ
り
適
正
な

処
理
が
な
さ
れ
て
い
る
旨
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

◆
三
号
議
案
・
四
号
議
案
（
平
成
二

十
五
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算
）

は
、
新
定
款
に
よ
り
報
告
案
件
と
な

り
活
発
な
質
疑
応
答
の
後
、
原
案
通

り
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

「
昼
食
・
休
憩
」

◆
五
号
議
案
、
役
員
改
選
に
つ
い
て

選
考
委
員
の
指
名
の
後
、
新
役
員

候
補
者
の
発
表
が
あ
り
、
出
席
者
総

意
で
承
認
さ
れ
、
赤
坂
会
長
の
留
任

ど
う

ま
え

ふ
み

お

と
新
副
会
長
に
は
、
堂
前

文
男
理

事
と
、
北
身
協
、
現
代
史
上
、
初
め

し
の

や
ま
じ
ゅ
ん

こ

て
女
性
副
会
長
、
篠
山
准
子
理
事
が

誕
生
し
ま
し
た
。

◆
そ
の
他
、
報
告
事
項

一
、
日
身
連

東
北
・
北
海
道
ブ
ロ

ッ
ク
団
体
長
会
議
の
開
催
に
つ

い
て

一
、
第
五
十
八
回
日
本
身
体
障
害
者

福
祉
大
会
（
北
海
道
大
会
）
の

開
催
に
つ
い
て

一
、
第
六
十
三
回
全
道
身
体
障
害
者

福
祉
大
会
の
開
催
に
つ
い
て

以
上
の
事
項
に
つ
い
て
理
事
会
で

の
確
認
事
項
と
し
て
発
表
さ
れ
確
認

さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
来
年

の
全
道
大
会
の

開
催
地
、
函
館

の
佐
藤
会
長
よ

り
参
加
の
お
願

い
と
協
力
の
挨

拶
で
全
て
の
審

議
が
終
了
し
、

議
長
退
任
を

持
っ
て
閉
会
致

し
ま
し
た
。

え

と
う

せ
い

い
ち

衛
藤
晟
一
現
参
議
院
議
員
の

比
例
代
表
立
候
補
予
定
者
を
推
薦

日
身
連
と
共
に
今
夏
、
七
月
予
定

の
参
議
院
選
挙
に
比
例
代
表
（
旧
全

国
区
）、
立
候
補
予
定
の
自
民
党
現

え

と
う

せ
い

い
ち

参
議
院
議
員
の
衛
藤
晟
一
さ
ん
を
推

薦
・
応
援
す
る
こ
と
と
致
し
ま
し
た

の
で
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

身体障害者の契約社員募集案内

赤赤赤
坂坂坂

勝勝勝
会会会
長長長

���
���

早
い
も
の
で
一
般
社
団
法
人
へ
移

行
し
て
二
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

平
成
二
十
三
年
度
か
ら
は
常
務
理

事
・
事
務
局
長
が
加
盟
団
体
か
ら
の

人
選
と
な
り
、
昨
年
度
か
ら
は
社
会

参
加
推
進
セ
ン
タ
ー
所
長
も
兼
ね
て

お
り
当
協
会
の
法
人
会
計
に
お
け
る

財
政
再
建
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
就

任
二
年
目
で
僅
か
な
が
ら
で
も
体
力

の
増
強
が
出
来
ま
し
た
。

勿
論
、
多
種
の
要
因
を
含
ん
で
い

ま
す
が
、
当
協
会
の
有
史
以
来
、
初

め
て
の
こ
と
で
あ
り
、
常
務
理
事
自

身
の
身
を
切
る
改
革
と
職
員
の
努
力

の
賜
物
で
あ
り
、
大
い
に
感
謝
す
る

と
こ
ろ
で
あ
り
北
海
道
身
体
障
害
者

福
祉
協
会
の
加
盟
団
体
と
会
員
の
皆

様
の
記
録
と
記
憶
に
残
る
偉
業
だ
と

思
い
ま
す
。

こ
の
度
は
役
員
改
選
期
で
も
あ
り

重
任
役
員
と
就
任
役
員
と
も
に
一
致

団
結
し
て
今
後
も
改
革
を
断
行
し
て

ま
い
り
ま
す
。

北
海
道
で
は
三
十
七
年
ぶ
り
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
日
本
身
体
障
害
者

福
祉
大
会
北
海
道
・
札
幌
大
会
に
は

二
千
余
名
の
参
加
者
に
よ
り
大
成
功

を
収
め
ま
し
た
、
加
盟
団
体
の
皆
様

町
村
協
会
の
皆
様
、
そ
し
て
関
連
企

業
と
関
係
団
体
の
皆
様
に
は
多
大
な

ご
負
担
を
戴
き
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。平

成
二
十
五
年
六
月
七
日
付
け
北

海
道
新
聞
朝
刊
「
読
者
の
声
」
に
は

中
国
地
方
の
参
加
者
の
方
よ
り
、
お

褒
め
の
言
葉
を
頂
戴
し
て
職
員
は

「
疲
れ
が
、
い
っ
ぺ
ん
に
取
れ
た
」

と
喜
ん
で
お
り
ま
し
た
。
平
成
二
十

三
年
十
一
月
に
秋
田
市
で
当
協
会
と

札
幌
市
協
会
が
開
催
を
確
約
し
て
か

ら
の
努
力
が
報
わ
れ
た
瞬
間
で
し

た
。大

会
運
営
に
は
共
同
開
催
を
お
願

い
し
た
札
幌
市
身
体
障
害
者
福
祉
協

会
の
皆
様
の
ご
理
解
と
名
鉄
観
光
の

長
年
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
と
機
動
力

に
も
大
変
助
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の

大
会
に
関
わ
っ
た
全
て
の
関
係
者
の

皆
様
に
改
め
て
感
謝
の
言
葉
を
述
べ

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

（２）（第７１１号）

総会での各理事
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赤坂 勝

北身協会長


